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数学試験問題

問題４は，＜１＞，＜２＞のどちらか１問を選択して解答すること。

指示がない限り，答だけではなく，考え方，途中の式変形なども丁寧に記述すること。

答が間違っていても，途中式や考え方があっていれば，部分点を与える。

答だけしか記述していない場合は，減点することもある。

問題１

［１］２次方程式 x 2＋（a－1）x＋a＋2=0 が実数解をもたないような定数 a の値の範囲を求

めよ。

［２］x ＜ 0 ＜y のとき，次の式を簡単にせよ。

x 2－2xy+ y 2＋｜2x－5y｜

［３］次の図Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの散布図に対応する相関係数をa ，b ，c ，d とするとき，a ，b ，

c ，d を小さい順に並べよ。答だけを解答欄に記入せよ。

［４］下の図の△ABCにおいて，AB＝AC＝１，∠BAC＝90°とする。

△ABCの内接円の半径をr とするとき，次の問いに答えよ。

（１）△ABCの面積Ｓをr を用いて表せ。

（２）r を求めよ。

図Ａ 図Ｂ 図Ｃ 図Ｄ
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問題２

下の図において，Ａ（6，0），Ｂ（2，4）とする。△OABの内部に，長方形CDEFを図のように

Ｄ，Ｅが x 軸上にあるように内接させる。Ｄ（ t，0）とするとき，次の問いに答えよ。ただし，

０＜ t ＜２とする。

［１］Ｃ，Ｆの座標を t を用いて表せ。

［２］長方形CDEFの面積Ｓを t を用いて表せ。

［３］面積Ｓの最大値を求めよ。また，そのときのＦの座標を求めよ。
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問題３

下の図のような△ABCにおいて，AB＝５，BC＝７，CA＝　　 とする。また，△ABCに外接

する円の中心をＯとし，直線BOと外接円の交点をＤとする。∠ABC＝θとするとき，次の問

いに答えよ。

［１］cosθの値を求めよ。

［２］外接円の半径Ｒを求めよ。

［３］CDの長さを求めよ。

［４］△ACDの面積Ｓを求めよ。
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問題４

＜１＞または＜２＞のいずれか１問を選択して解答せよ。

＜１＞

金の硬貨が３枚，銀の硬貨が２枚入った袋がある。この袋の中から同時に２枚の硬貨を取り出

し，硬貨の種類を調べてから袋に戻す。この操作を３回くり返すとき，次の問いに答えよ。

［１］１回の操作で，金の硬貨の枚数が２枚，１枚，０枚となる確率をそれぞれ求めよ。

［２］３回くり返すとき，３回とも金の硬貨が１枚である確率を求めよ。

［３］３回くり返すとき，取り出される金の硬貨の総数が３枚になる確率を求めよ。

＜２＞

［１］x 2＋3xy＋2y 2＋3x＋5y＋2 を因数分解せよ。

［２］x 2＋3xy＋2y 2＋3x＋5y＋2＝30 を満たす自然数 x ，y の組をすべて求めよ。
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問題１　次の問題Ａ～Ｊの（　　　）に入れるのに最も適当なものを、①～④のうちから１つ
選べ。

Ａ　I heard my name （　　　　　） in the local shopping center.
①　call　　　　　②　called　　　　　③　calling　　　　　④　calls

Ｂ　（　　　　　） in French, we couldn’t understand the famous athlete’s speech.
①　Speak　　　　②　Spoken　　　　③　Speaking　　　④　Speaks

Ｃ　Work in our daily life is becoming （　　　　　） operated automatically by computer 
software.
①　increase　　　②　increased　　　③　increasing　　　④　increasingly

Ｄ　We can get helpful （　　　　　） on the airline company website about overseas travel.
①　advice　　　　②　advised　　　　③　advisor　　　　④　advises

Ｅ　The doctor and his colleagues conduct （　　　　　） research to find a new virus.
①　economic　　　②　electric　　　　③　literature　　　④　medical

Ｆ　That long-established store carries a large （　　　　　） of shoes.
①　select　　　　②　selected　　　　③　selection　　　　④　selective

Ｇ　Could you give me a call when you （　　　　　） at the station?
①　arrive　　　　②　arrived　　　　③　will arrive　　　④　are arrived

Ｈ　Don’t leave the door （　　　　　） when you go out of the room.
①　opening　　　②　to open　　　　③　open　　　　　　④　opener

Ｉ　This smartphone released last month is superior in performance （　　　　　） old one.
①　at　　　　　　②　than　　　　　③　to　　　　　　　④　much

Ｊ　This manual is （　　　　　） complicated and is not easy to read.
①　many　　　　②　and　　　　　　③　too　　　　　　④　with

英語試験問題
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問題２　
（１）次の問題Ｋ～Ｍについて、日本語文の意味になるように、英語文の（　　　）に入れる

のに最も適当なものを、①～④のうちから1つ選べ。

Ｋ　今までに海外に行ったことがありますか。
Have you （　　　　　） been abroad?
①　and　　　　　②　ever　　　　③　more　　　　　④　never

Ｌ　野球ファンが球場に押し寄せたが、試合は大雨のため延期された。
Although the baseball fans poured into the stadium, the game was （　　　　　） 
because of heavy rain.
①　extended　　　②　missed　　　③　postponed　　　④　moved

Ｍ　Paulは、Maryからゲームソフトを開発したと聞かされたとき、Paulは彼女の言うことを
まったく信じなかった。
When Mary told Paul that she created the game software, he didn’t quite believe 

（　　　　　） she said.
①　which　　　　②　whose　　　③　whenever　　　④　what

（２）次の問題Ｎ～Ｑについて、日本語文の意味になるように、英語文の（　　　）に適当な
英語表記を記入せよ。

Ｎ　道が凍結していて滑りやすかった。
The roads were slippery （　　　　　） snow and ice.

Ｏ　人気のコーヒーチェーンが決定したのは、全店に無線インターネット接続を備えることだ
った。
The popular coffee chain made the （　　　　　） to equip all of its shops with wireless 
Internet.

Ｐ　天候に応じて開け閉めできる格納式の屋根があります。
There is a roof that can be opened or closed （　　　　　）（　　　　　） the weather 
conditions.

Ｑ　市はインターネット上で、観光名所を紹介する動画を公開している。
The city posts a promotional （　　　　　） for its tourist spots on the Internet.
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問題３　次の会話文を読み、問題Ｒ～Ｔに解答せよ。

Paul:　Hi, John.
John:　Oh. Hey Paul!
Paul:　What are you doing?
John:　Oh, I’m waiting for my cousin. She’s on her way from the airport.
Paul:　Your cousin?
John:　Yeah, she’s going to stay with my family for a couple of months. Her name’s Mary.
Paul:　Really? Where’s she from?
John:　New York.
Paul:　How do you know Mary?
John:　We’re social media friends. She just updated her status - I’m in a taxi, and heading 

to your place!

Ｒ　下線部を日本語文にせよ。

Ｓ　How long will Mary stay with John’s family?
①　one week　　　②　a month　　　③　a few months

Ｔ　会話文について、正しい記述はどれか？①～③のうちから1つ選べ。
①　Johnはニューヨーク生まれである。
②　Paulは今、タクシーに乗っている。
③　Maryは、SNSの情報を更新している。
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問題４　次の記事とSNSのコメントを読み、問題Ｕ～Ｙに解答せよ。

［第１パラグラフ］
Now, DyDo DRINCO, Inc., a Japanese beverage company is adapting to customers’ needs 
during the global pandemic by creating a foot-operated vending machine, which means you 
won’t have to touch any buttons with your fingers when making a purchase. It’s a simple 
design but an effective (1) one, and it’s incredibly easy to use. All you have to do is make your 
selection and use your foot to tap the corresponding number on the three-tiered button panel at 
the bottom of the machine.

［第２パラグラフ］
Worried about touching that big, possibly germ-laden plastic panel to retrieve your drink from 
the machine? DyDo has thought of that too, (2) installing a foot pedal on the right-hand side, 
which opens the plastic door when pressed, allowing you to reach in without having to touch 
the panel.

【第１パラグラフ 語注】

beverage :

　飲料、飲み物

vending machine :

　自動販売機

pandemic :

　広域でまん延する

　感染病の大流行

corresponding :

　対応する、該当する

three-tiered : 

　三段の、三層の

【第２パラグラフ 語注】

germ-laden : 

　細菌が付着した

retrieve ～ : 

　～を取り出す

Plastic panel (door)
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次の文章を読み、設問に答えなさい。

映画芸術の特異性

　芸術としての映画が他のいろいろの芸術に対していかなる特異性をもっているかを考えてみ
よう。
　大概の芸術は人類の黎明時代にその原型をもっている。文学は文字の発明以前から語りもの
として伝わり、絵画彫刻は洞壁や発掘物の表面に跡をとどめている。　―中略―　建築や演劇
でも、いずれもかなりな灰色の昔にまでその発達の径路を（イ）遡ることができるであろう。マ
グダレニアンの壁画とシャパンヌの壁画の間の距離はいかに大きくとも、それはただ一筋の道
を長くたどってきた旅路の果の必然の到達点であるとも云われなくはない。ダホメーの音楽と
ベートーヴェンの第九シンフォニーとの比較でもそうである。 
　映画についてはどうであるか。例えば昔から我邦でも（ロ）座興として行われる影人形や、
もっと進んでハワイの影絵芝居のようなものも、それが光と影との遊戯であるというだけでは
共通な点がなくはない。また例えば我邦古来の絵巻物のようなものも、視覚的影像の連続系列
であるという点では似た要素をもっていないとは云われない。それからまた眼底網膜の視像の
持続性を利用するという点ではゾートロープやソーマトロープのような玩具と似た点もあるが、
しかしこれらのものと現在の映画―無声映画だけ考えても―との間の差別は単なる進化段
階の差だけでなくてかなり本質的な差であると考えられる。少くもラジオやテレヴィジョンが
昔は無かったというのと同じ意味で映画というものは昔は決して無かった新しいものであると
いうことができよう。なんとなれば現代の精密科学は本質的に昔の自然哲学とちがった要素を
もっているからである。そういう全く新しい科学的機械的の技術が在来の芸術といつのまにか
自由結婚をしてその結果生れた私生児がすなわち今日の映画芸術である。それが私生児である
がために始めのうちは、父親の芸術の世界でこれを自分の子供として認知する、しないの問題
も起ったのである。しかし今ではこれを立派な（ハ）嫡子として認めない人はおそらくないであ
ろう。
　オペラが綜合芸術だと云われた時代があった。しかし今日において最も綜合的な芸術は映画
の芸術である。絵画彫刻建築は空間的であるが時間的でなく、音楽は時間的であるが空間的で
ない。舞踊演劇楽劇は空間的で同時に時間的であるという点では映画と同様である。 （１） こ
れらの在来の時空四次元的芸術と映画といかなる点でいかに相違するかという問題が起ってく
る。
　まず最も分明な差別は（Ａ）　　　　　　 である。舞踊や劇は一定容積の舞台の上で演ぜられ、
観客は自分の席に縛り付けられて見物している。したがってその視野と視角は固定してしまっ
ている。しかし映画では第一その舞台が室内にでも戸外にでも海上にでも砂漠にでも自由に選
ばれる。そうしてカメラの対物鏡は観客の眼の代理者となって自由自在に空間中を移動し、任
意な距離から任意な視角で、なおその上に任意な視野の広さの制限を加えて対象を観察しこれ
を再現する。 （２） 観客はもはや傍観者ではなくて自らその場面の中に侵入し没入して演伎

国語試験問題
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者の一人になってしまうのである。それで、面白いことには、劇や舞踊の ① 現象自身は三次元
空間的であるにかかわらず、観客の位置が固定しているためにその視像は実は二次元的な投射
像にすぎない。これに反して映画の方では、スクリーンの上の光像はまさしく二次元の平面で
あるにかかわらず、カメラの眼が三次元的に移動しているために、観客の眼はカメラの眼を獲
得することによってかえって本当に三次元的な空間の現象を観察することができる、という逆
説的な結果を生じるのである。 
　このように映像が二次元的であることから生じるいろいろな可能性のうちにはいわゆるト
リック撮影のいろいろな技巧がある。これによって実際の舞台演技では到底見せることのでき
ないものをも見せることが容易である。
　このようにして映画は自由自在に空間を制御することができる上に、また同様に時間を勝手
に統御することができるのである。単にフィルムの断片を貼り合わせるだけで、一度現われた
と寸分違わぬ光景を任意にいつでもカットバックしフラッシュバックすることもできる。東京
の町とロンドンの街とを一瞬間に取り換えることもできる。また撮影速度の加減によって速い
ものを遅くも、遅いものを速くもすることができるし、必要ならば時を逆行させて宇宙のエン
トロピーを減少させることさえできるのである。
　これらの「映画の世界像」の分析については、かつて『思想』誌上で詳説したから、ここに
は再び繰返しては述べない。しかし以上略説したところからでも、映画なるものがいかに自由
に時間空間を（い）クシし統御しうるかを想像することはできるであろう。そういう意味で、映
画芸術は本当に時と空間をひとまとめにしたいわゆる四次元空間に殿堂を築上げる建築の芸術
であるということが諒解されるであろう。そうして舞台芸術は一見これと同様であるように思
われるにかかわらず、実は次元数においても、また各次元の範囲においてもはなはだしく制限
されたものであるということが諒解されるであろう。同時に何故に映画が最も広い綜合芸術の
容器となりうるかという理由も理解されるであろうと思われる。
　映画芸術が四次元空間における建築の芸術である以上、それをただ一人の芸術家の手で完成
することははなはだ困難である。建築が設計者製図者を始めとしてあらゆる種類の工人の手
を借りて出来上るように、一つの映画が出来上るまでには実に（ニ）門外漢の想像に余るような、
たくさんの人々の分業的な労働を要するのである。そうしてそれが雑然たる群衆ではなくて、
ほとんど数学的「鋼鉄的」に有機的な設計書の精細な図表に従って、厳重に（ホ）遂行されなけ
ればならない性質のものである。 （３） それはこれに併行する経済的の帳簿の示す数字に
よって制約されつつ進行するのである。細かく云えば高価なフィルムの代価やセットの値段は
もちろん、ロケーションの汽車賃弁当代から荷車の代までも予算されなければならないのであ
る。これを、詩人が一本の万年筆と一束の紙片から（ろ）ケッサクを作りあげ、画家が絵具とカ
ンバスで神品を生み出すのと比べるとかなりな相違があるのを見のがすことはできない。映画
芸術の  （ａ）  （ｂ）  諸問題はここから出発するのである。
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映画の成立

　以上のようなわけであるから、映画とは何かという問題を考えるには、抽象的な議論をする
前にまず映画がどうして作られるかという実際上の過程を考えてみることが必要であると思う。
　一つの映画が作り上げられるまでの過程は時代により国により、また製作者により、必ずし
も同じではないようであるが、だいたいにおいて次のような段階を経るべきはずのものである。
　第一にその一編の主題となるべきものからいわゆるストーリーあるいはシュジェーが定めら
れる。これはたとえば数行のものであってもよいがともかくも内容のだいたいの筋書きができ
るのである。それをもう少し具体的な脚本すなわちシナリオに発展させる。しかしそれではま
だすぐに撮影はできない。シナリオに従って精細な撮影台本が作られなければならない。それ
には撮影さるべき対象選定はもちろんそれがいかなる条件においていかに撮影さるべきかが具
体的に精細に設計規定されなければならない。それができて後に関係部員のそれぞれの部署が
決定されなければならない。一方では精密な予算も組まれなければならない。
　これまでの過程はすべて「分析」の過程である。出発点における主題に含まれているものを
順次にその構成要素に解きほごして行ってその各部の具体的設計を完成する過程である。
　このようにしてできた設計が完成すれば次には、これらの各部分が工人の手によって実物に
作り上げられなければならない。すなわち一つ一つの場面の一つ一つのショットの断片が撮影
される。同じものが何度も何度も、 監督の気に入るまでとり直される。この場合には脚本中
における各ショットの位置や順序にはかまわず、背景やセットの同じものを（は）ベンギ上一度
にとってしまうという事も必要になって来る。建築の場合に鋳物は鋳物、ガラスはガラスとい
うふうに別々にまとめて作らるると同様である。
　（Ｂ）こういうふうにしてできあがった部分品を今度は組み立てて行く「総合」「取り付け」
の仕事がこれからようやく始まる。すなわち芸術家としての映画監督の主要な仕事としてのい
わゆるモンタージュの芸術が行なわれるのである。
　シナリオを書くまでは必ずしも映画の技術に精通しない素人でも多少「映画的表現」すなわ
ち「映画の言葉」を心得た人ならばある程度まではできないことはない。なんとなればそれは
文学から映画への途中の一段階であって、まだ片足だけしか映画の領域に踏み込んでいないか
らである。それゆえにたとえば「貧しい部屋の中で」とか「歓喜に満ちて」とか、そんな漠然
とした言葉を使ってもいいかもしれない。しかしいよいよ撮影を実行する前にはこれでは全く
役に立たない。「貧しさ」を「映画の言葉」すなわち、これに相当する視覚的な影像に翻訳し
なければならない。たとえば極貧を現わすために水道の止まった流しに猫の眠っている画面を
出すとか、（に）ホウメンされた囚人の歓喜を現わすのに春の雪解けの川面を出すとか、よしや
それほどの技巧は用いないまでも、とにかく文学的の言葉をいわゆるフォトジェニックなフィ
ルミッシな表現に翻訳しなければならない。
　 （４） それだけではまだ映画の撮影台本にはなり得ない。一つ一つの画面断片の含むフィ
ルムのコマ数、あるいはメートルであらわしたその長さ、あるいは秒で数えたその映写時間を
決定しなければならない。そうしてそれらの断片が何個集まって一つの系列あるいはエピソー
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ドを成すかを決定してその全長を計算し、そういう系列の何個が全編を成すかを定めなければ
ならない。
　実際には、監督の人によっては、かなりにルースな方法による人はあるであろうが、原則と
してはともかくも上記のごとき ② 有機的に制定された道筋を通らなければ一編の有機的な映
画はできるはずはないのである。いわゆる「カフスに書いた覚え書き」によって撮影を進行さ
せ、出たとこ勝負のショットをたくさんに集積した上で、その中から截断したカッティングを
モンタージュにかけて立派なものを作ることも可能であろうが、経済的の考慮から、そういう
気楽な方法はいつでもどこでも許されるはずのものではない。
　以上述べて来ただけのことから考えても映画の制作には、かなり（ほ）チミツな解析的な頭脳
と複雑な構成的才能とを要することは明白であろう。道楽のあげくに手を着けるような仕事で
は決してないのである。　

｛出典｝：寺田寅彦「科学と文学」2020年 角川ソフィア文庫（初出は「日本文学」1932年）
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問題１　（い）（ろ）（は）（に）（ほ）を漢字に直しなさい。

問題２　（イ）（ロ）（ハ）（ニ）（ホ）の漢字の読みをひらがなで書きなさい。

問題３　① ② の対義語をそれぞれ漢字２字で書きなさい。

問題４　 （１） から （４） に入る適切な言葉を下から選びなさい。ただし、それぞれ異な
る語が入るものとする。

　　　　・しかも　　・しかし　　・または　　・しからば　　・したがって

問題５　（Ａ）にあてはまる、最も適切な文を次の１～４のうちから選びなさい。
　　　　１．これらの視覚的対象と観客との相対位置に関する空間的関係の差別
　　　　２．これらの視覚的対象と観客との絶対位置に関する空間的関係の差別
　　　　３．これらの視覚的対象と観客との相対位置に関する時間的関係の差別
　　　　４．これらの視覚的対象と観客との絶対位置に関する時間的関係の差別

問題６　 （ａ） および （ｂ） に入る最も適切な語を下から選びなさい。
　　　　・技術的　　・経済的　　・政治的　　・社会的

問題７　この文章は1932年に書かれたものであるが、本文を参考にしつつ現代において四次元
的芸術（四次元的メディアや四次元的技術でもよい）といえるものの名称を挙げ、そ
の理由や特徴を100字程度（句読点含む）で説明しなさい。

問題８　映画制作に関わる特徴をふまえて他の芸術を比喩として使っている箇所があるが、そ
の芸術を漢字２字で本文から抜き出しなさい。

問題９　下線部（Ｂ）こういうふうにしてできあがった部分品を今度は組み立てて行く「総合」
「取り付け」の仕事がこれからようやく始まる。とあるが、具体的な撮影の過程で部
分品から全体を組み立てなければならない事情が書かれている一文がある。その一文
を100字以内で本文から抜き出しなさい。

問題10　本文の内容に合っているものを次の１～５のうちから全て選びなさい。

１．新しい芸術は、科学的技術の進歩によって生まれる。
２．劇や舞踊の現象は、観客の視点が固定されるために二次元的である。
３．映画は空間及び時間を自由にコントロールして見せることが出来るために、最も

広い総合芸術足りうる。
４．映像が二次元的であるが故に、さまざまな時間的編集が可能になっている。
５．映画はストーリーが進行する順番に撮影し、モンタージュによって組み上げていく。
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